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天文学や天文学の研究者をより身近に感じてもらうには？ 

研究の生の姿を伝える場がいろいろ展開されています。

高梨直紘（東京大学）

平松正顕（台湾 国立清華大学）

前日に降り積もった雪がまだ残る早朝の野辺山45m

電波望遠鏡。

今月のお題

手の届く天文学

天プラ、大型双眼望遠鏡を導入！

　先日、長野県の国立天文台野辺山宇宙電波観

測所に出張してきました。生まれたばかりの星

たちをサーベイ観測する研究計画の一環で、

45m電波望遠鏡を使った観測のためです。ペル

セウス座の方向にある天体の観測だったのです

が、観測を行った3月ごろにはペルセウス座は

朝方東の空から昇ってきます。太陽光に邪魔さ

れず昼間でも実行可能な電波の観測なので、健

康的な時間の観測となりました。

　ある日観測室で観測していると、隣の部屋か

らドアをノックする音が。行ってみると、展示

室に置かれているビデオが動かない、という見

学者の方でした。僕はこの観測の筆頭提案者だ

ったので観測の状況を把握していなくてはいけ

なかったため、共同研究者である大学院生さん

が代わりに対応をしてくれ、動かないビデオの

代わりに展示物をいくつか説明してくれていま

した。

　そう、45m電波望遠鏡の観測室のすぐ隣には

見学者が自由に入れる展示室があるのです。観

測室と展示室の間には大きな窓があり、望遠鏡

を操作している様子を展示室から垣間見ること

もできます。今でこそ研究機関の一般公開は一

般的になってきていますが、野辺山では開所し

た1982年から公開を続けていて、見学者数はの

べ300万人近くになるそうです。50mプールほど

もある巨大なパラボラアンテナが動く様子は壮

観の一言。観測天体切り替えのために望遠鏡が

大きく動くときには、子どもも大人もじーっと

その様子を眺めています。

　すばる望遠鏡やハッブル宇宙望遠鏡が撮影し

た天体写真が研究の「結果」だとすれば、望遠

鏡・天文学者はその「過程」。望遠鏡やそこで

観測をする人間は、天文学を「感じる」ための

重要な要素です。生の研究者や研究施設を見る

ことができる講演会や施設公開に加えて、最近

ではネット越しに「過程」を見ることもできる

ようになっていました。研究者が書くブログは

そのよい例ですし、例えばオーストラリアの電

波望遠鏡ATCAでは、観測している天体の名前と

研究者から提供された一般向け研究概要をリア

ルタイムにウェブサイトに表示したりしていま

す。

　科学研究は、結果も大事ですが過程も大事。

透明性を高める、というほど堅苦しく捉える必

要はないと思いますが、こうした過程の公開に

よって科学の生の姿を見ることで、新たに科学

に興味がわいたり疑念を払拭したりいろいろな

効果が見込めると思います。公開手法もいろん

なものが活用できる時代。皆さんはどんな「過

程」を見てみたいですか？
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ネームの長さに応じて、左右の位置を調節して下さい。

（左ページ参照）
このネームは右端ゾロエです。

オビ色と写真の囲み系の

フチの高さは必ず

揃えて下さい。

写真の大きさは

適当にアレンジして下さい。

色地の外側に5ｍｍ～8ｍｍ程度

伸ばしてもＯＫです。
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状
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写真を色地内に納める場合は

この位置に揃えて下さい。

（191ｍｍ[ケイ幅含む]）
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